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ア チ ッ ク ・ ミ ュ ー ゼ ア ム の 足 ど り

　　　　 収蔵原簿の分析か ら

中 村 俊 亀 智＊

An  Statistical Analysis of the Attic Museum Collection

Shunkichi NAKAMURA

   The Attic Museum was founded in 1921 by Keizo Shibusawa. 
It was one of the first ethnological museums in Japan. 

   Shibusawa and his followers collected the folk tools and 
utensils of Japan, Sakhalin, Korea, China and Micronesia, and 
in particular foot-wear, clothing, farming tools, fishing imple-
ments, basketry and toys. His collection amounted to ca. 
12000 specimens in 1937. 

   In this article indicate the tendency of inventory-accumula-
tion by statistical analysis.

１．報告の主旨

９．目録作成まで

皿．全体的推移

ＩＶ，　ＡＭ の ３時期

１． 報 告 の 主 旨

　アチ ック ・ミューゼ ァム （以下ＡＭ とい う） は，１９２１年，渋沢敬三氏 を中心 に結成

された研究 団体 で，その活動 は１９３７年， 日本 民族学会 な らび に日本常民文化研究所 に

ひ きつがれ るまで，お よそ１６年間つづ けられた。

　その足 ど りと我 が国民族 学の発展 に しめ る役割 については， これまでやや詳 しく紹

介 されて きた ［石 田　 １９６０：１４０４－１４０５； 宮本 ．１９７３：７－－１８］が， その彪大 な刊行

＊国立民族学博物館第５研究部
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物以外１），それを客観的に裏づけるような資料となると， これまでほとんど明らかに

されていなかったといってよい。

　 この報告はＡＭ がのこした収蔵台帳 （『民具標本収蔵原簿』１０冊，現民族学振興会

所蔵，以下原簿という）の分析をとおして，ＡＭ の民具収集からみた足どりを追 った

ものである。

　原簿は，部分的に記載のやり方がちがい，記事に精粗があり，またほとんど誤記と

思われる所もあり， そのままでは ＡＭ 民具収集全体の移 りゆきを推 しはかる材料と

はなりえない。 そこでここでは，何時，どこから， 誰によって何 が （何の民具が）

ＡＭ にもたらされたかを示す事項を書きだし，電算処理によって一種の編年体 収 蔵

目録をつくり，そこから全体の流れをうかがう素材をとりだそうと試みた。

Ｈ．　目録 作 成 まで

原簿に登載されている民具の数は２１，０００点余。そのなかには ＡＭ の仕事を引きつ

いだ旧財団法人日本民族学協会附属民族学博物館収集の分が含まれるので，ここでは

ＡＭ 収集民具の主要部分 となった収蔵番号１０，０００番までの分をとりあげた。

　原簿は １頁５点ずつ記入されるようにつ くられ，各欄は上中下 ３段。上段に収蔵番

号，中段は標準名，地方名，分類番号，採集地 （字名まで）， 採集者名，寄贈者名，

採集年月日，収蔵年月日にわかれ，下段は備考となっている。そのうち分類番号は慎

重をきしてついにつかわれず，備考欄にはその民具の使い方，作 り方，言い伝えなど

が摘記されることになっていた。

　ここでは編年体目録づ くりのための一覧表形式の原稿を，記事の精粗 ともにらみあ

わせて，つぎの要領で書きぬいた。

　（ａ） いつ　原簿ではその民具がい？集められたか，それがいっ ＡＭ の収蔵すると

ころとなったかを示す採集年月日と収蔵年月日とが明記されることになっている。し

かし，ここではいつ誰によって何が ＡＭ にもた らされたかのおおよそが必要なのだ

１）「終戦後の理事長 （日本民族学協会理事長）渋沢敬三は，つとにアチック・ミューゼアムとそ

の附属研究所とを邸内にもうけて，日本における民俗学 ・民族学博物館の先鞭をつけるととも

に，多 くの研究者を養成 ・援助された。」［石田　１９６０：１４０５］ ＡＭ の出版物の一部分は今日，

三一書房版日本常民文化研究所編 ｒ日本常民生活資料叢書』全２４巻におさめられている。とく

に第 １巻民具篇，第 ９巻東北篇（２），第１０巻東北篇（３），第１１巻関東 ・北陸篇（１），第２１巻中国 ・四

国篇（２），第２４巻九州 ・南島篇，それに第１４巻中部篇には民具研究にかかわり深い著作が含まれ

ている。高橋文太郎氏の都下保谷地域や秋田マタギの調査資料，吉田三郎氏の秋田県男鹿地方

の ２つの注目すべき記録 （『男鹿寒風山麓農民手記』，『男鹿寒風山麓農民日録』），秋田県角館

町での武藤鉄城氏，鹿児島県喜界島の岩倉一郎氏の聞きがきもそこに含まれている。
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か ら，それに月日の記入がないものも多いので，とりあえず収蔵年次のみをとりあげ

た。

　 収蔵年次が記されていないものでも前後の書きぶりから，それを推定することがで

きるものがすくなくないが，ここでは確実さを重 くみて，推定はさしひかえることに

した。

　 （ｂ） どこで ＡＭ では，一貫 して， その民具がどこで使われたかがとりあげられ

，た。 ＡＭ の収集方式では，標本資料 としての民具はそれを使っている人からもらい

うけるのが原則だったから，使われた場所 （使用地 ・所用地）はたいてい採集地に一

致 した。民具研究にある程度の見通 しがたったのち，まだ使わない民具を店頭や作 っ

ている人か ら直接買う方式がとられたが，その場合，その民具の広がり （分布）や由

来についての聞きとりが重視された。

　 原簿では都道府県名のみ明らかで市町村名ないし字名が定かでない場合，後の調査

にゆだねることもあったらしいが２）， ここでは最大公約数的に都道府県名のみをとり

あげた。なおそのために国外の分まで含めて２桁のコー ドを用意した。

　 （ｃ） だれが　原簿では採集者 （収集者）名と寄贈者名についての欄があ るが，標

本資料 としてのその民具に価値をみいだ し， それを ＡＭ に送 りとどけたという意 味

で，ここでは採集者名のみをとりあげた。

　 ある人がある年，ある場所でどのような民具をどのくらいまとめて収集 したかにつ

いても注意 した。

　 （ｄ） なにを，なぜ　原簿記載の標準名 （標準的名称 ・一般的名称） には， いまで

はたやす く実体が思いうかばないもの，表現の難解なものもす くな くない。そこで，

ここでは思い切 って親 しみやすい名前にかえることにした。なおここでは国外の資料

の場合も考慮 して訓令式 ローマ字表記をとり，地方名 （呼び名）ははっきりわけて記

入することにした。

　 以上をもとにして， とりあえず記憶をたよりにして分類コー ド （２桁の数字）を与

えてみた （附表 ５Ａ）。分類 コー ドはいわゆる ＡＭ 民具分類 （１９３０年当時に民具を定

義した際の外延的定義 としてのべ られているもの ［ＡＭ　１９３６：１－１２］）をもとにした。

本来ならひとつずつ実際に民具にあたって確かめながら番号をあたえなければならな

いはずだったが，原簿 には１９３８年以前すでに所在不明になっているものもあり，別に

照合作業もすすんでいるので，ここではいちいち標本には当らなかった。 したがって

２）同じ態度は年月日や名前についてもとられた。民博では情報カー ド記入の際，推定の欄をも

うけ，記入者の責任において出来るだけ，わかるだけ，とりあえず年月日や名前や土地の名を

記録にのこす方法がとられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５８９
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ここでの分類はあくまで もひとつの目安，暫定的なものである。

　 ここでは分類番号はひとつの民具についてひとつ。いわゆる分類の重複はしないこ

とにした。ＡＭ ではたとえば年中行事につかわれる履物でも，その履物と日常の履物

との形態上技術上の異同を明 らかにするのに便利なように，年中行事の項にはいれず

衣食住に係る民具の項にとりあえずいれていることがすくなくないので，ここでもそ

うしたやり方をまねてみた。

　原簿には民具のほか武器 ・武具の類，若干の機器類，絵画や文書の類 写真，模型，

動植物標本などが含まれている。ここでは一括 してその他の項にいれた。

　 このような方針にもとついて入力原稿をつくり，収蔵年次順採集地都道府県別採集

名 ＡＢＧ順，標準名 ＡＢＣ順，呼び名 ・分類 コー ド併記の目録をつ くり，さらに収集

が年ごとにどの地方に広がっていったか （附表１，附表２，附表 ３），国内について年

ごとにどのような民具が集められたか （附表４）をまとめてみると本文末の表がえら

れた。研究の深まりはある程度まで資料集めの量に反映 し，資料の集積は研究の深ま

りに役だつものとすれば， これらの表からＡＭ の民具硬究の深まりについて何をよ

みとらねばならないのだろうか。

皿． 全 体 的 推 移

　 ここで とりあげた原ｖａ１０，　ＯＯＯ番までのもののうち，すでに抹消されていたもの，欠

番 （原簿に収蔵番号だけが記 入されていてその他の事項の記 載がないもの）３）などを

除けば，のこりは８４７１。そのうち収蔵年月日がわかるものは７３５１となる （表１）。 現

在の人文系博物館なら，それは必ず しも多い数 とはいえないかもしれないが，’これ ら

の民具をもとにしてＡＭ 民具研究の土台が形成されてゆく。

　その有様をたどるために７３５１点を収蔵年次 ごとにまとめ，ここでとりあげた原簿の

部分のほぼ最終年次にあたる１９３９年 （ＡＭ の収集活動は１９３７年 とともに終った。しか

し原簿にはそれまでにもれたもの若干が追加されている）までに到達 した原簿記載の

民具の収蔵点数 （累積数）を １００として，各年次までの累積の割合をみるとＳ字形の

曲線となる （図 １）。

３）第 １期では原簿の作成には渋沢家で働 くいわゆる書生さんたちが一部たずさわっていたらし

く，第 ２期 ・３期とも原簿づくりには決して充分な人手がまわされていたとはいえなかった。

しかしそれ以外，記載すべき事項に調査もれがあり，後に書きこもうとして，そのままになっ

てしまったり，同種同類の民具を同じようなところへ記入しようとしたあまり欠番になって し

まうこともあったらしい。事実，原簿の他の部分ではいわゆる受け入れ番号のつけ方と収蔵場

所を示す番号のつけ方とをいっしょにしようとしている。ＡＭ ではさまざまな新しい冒険がな

されていた。
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図１　ＡＭ収集件数の移りゆき

　　　実線は累積件数の推移を示す。

図２　国内外別収集件数の累

　　　積状況
　　　実線は国内，点線は国

　　　外を示す。
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　 この 図 １を これ までに紹介 されて いる ＡＭ の成長過程 ［宮本　 １９７３：７－１８］に重

ね あわせてみ ると， ほどよ く，三つ の時期 に区分す ることがで きる。

　念のたあ各時期 の年 ごとの伸 び率を勘定 してみる と第 １期は ０．８％で なだ らかに，

第 ２期 は４・　５％ で 日本経済 の成長期なみ，第 呂期 は１３・８％ となるので，　 いってみれば

第 １期 は離陸 ない し助走期，第 ２期 は第 １成 長期，第 ３期 は第 ２成長期 といえ よう。

　第 １期　１９２１年一１９２７年

　第 ２期　１９２７年一１９３３年

　第 ３期　１９３３年一１９３７年

ＩＶ．　 ＡＭ の ３時 期

１． 第 １期 　 １９２１年 一 １９２７年

ＡＭ の民具収集はいわゆる郷土玩具の収集から出発 した。もっともそれ以前には動

鉱植物標本の収集の時代があるという ［宮本　１９７３：７］。

ＡＭ の民具研究がひとつの曲りかどにさしかかった，すなわち郷土玩具の研究が飽

和状態になり，本格的民具収集への転換がおこなわれた１９２７年を，仮りに基準年次に

とり，その前後を５年ずつにわけ，それぞれ ５年間にどれほどの民具が集められたか

を計算 してみると表 ２以下の表のようになる。（なお， 基準となる年を多少動か して

も以下の推測はそれほどかわらない）。

表１ 台 帳 記 載 の 内 訳

（数字は件数，ただし百分比を除 く）

採集地域

分

類

呼

び

名

一
般

名

称

採
集

者
名

採
集

地
名

収
蔵
年
月
日

収
蔵

番
号

計
の
百
分
比
％

累

計

計

国

外

国

内

１９４２年以後のもの

３１３

６００２

１

６０１

８６

４４

１５５

　　７６

１１９４

２

６０１

　　８６

　　４４

３８９

７１９６

１５５

３

６０１

６８７

７３１

１１２０

８３１６

８４７１

８４７４

７。１

１．０

０．５

４．６

８５．０

１．８

１００．０

＊○は記入されているもの，×は記入されていないことを示す。
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　これらの表からわかるように，第 １期では身近な国内の民具が全体の７割ほどを，

国外からのおみやげ品などもかなり高い割合を しめ （表 ２），　 内容的には郷土玩具を

中心に後に縁起物 ・玩具 として分類されるものが圧倒的にたかい割合を示す （表 ５）。

　この時期を原簿における採集者の面か らみると，渋沢敬三氏を中心に１９２１年 ２．月２

日のＡＭ ソサエティの結成に加わる７人はじめ，親族，友人，渋沢家につ とめる人た

ちの名がみえる。ここではそのすべてを紹介するわけにはいかないから，記載の多い

方々のなかからその収集の様子をうかがうために書き抜いてみる。 １組の数字のうち

前は採集地の都道府県コー ド （附表 ５Ｂ），後の数がその年次の点数，，は年次の切り

目を示す。［ ］内は ＡＭ とのつながり。Ａ は ＡＭ 創設期の同人。　Ｂ は主として第

２期以後に活躍 した同人。Ｃ はそのほかの ＡＭ 関係者。　Ｄ は ＡＭ か ら刊行された

表 ２ 採 集 地 域 の 移 り ゆ き

収蔵年次

地 域

１９１２ま で

１９１２－ １９１７

１９１７－ １９２２

１９２２－ １９２７

１９２７－ １９３２

１９３２－ １９３７

１９３７－ １９４２

計

不 明 １国 内 １国 外 ｝　計

　０

　０

　３

　２

４０

４６

６４

１５５

　　　６

　　２８

１６５

３１３

１５８４

２８６６

１０４０

６００２

　　１

　　０

５７

９０

２８０

３２８

４３８

１１９４

　　　７

　　２８

２２５

４０５

１９０４

３２４０

１５４２

７３５１

百 分 比 （％）

不 明 １国 内 ｉ国 外

１．４

◎．５

２．１

１．４

４．２

２．２

８５．７

１００．０

７３．３

７７．３

８３、２

８８．．５

６７．４

８１．６

１４．３

２５．３

２２．２

１４．７

１０．１

２８．４

１６．２

表３　地方別採集件数の移りゆき （国内の部）

（数字は件数，ただし最下段の彩を除 く）

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄 計

不 　 　 　明

１９１２ま で

１９１２－ １９１７

１９１７－ １９２２

１９２２－ １９２７

１９２７－ １９３２

１９３２－ １９３７

１９３７－ １９４２

計

計の百分比

　９

　０

　０

　０

　０

　８

４４

　０

６１

１．１

３９

　　０

　　６

２４

４３

２８０

４５６

２０９

１０５７

１６．７

９０

　　３

　　９

４５

１７５

４５３

２９１

２１７

１２８３

２０．３

４６

　　０

　　２

１５

１４

４７

４０７

７２

６０３ １

９．５

２８

　　０

　　４

１１

３１

４７７

４７０

７１

１０９２

１７．３

４７

　　１

　　５

５３

１７

１４２

９７

７４

４３６

６．９

２１

　　０

　　１

　　０

　　３

２３

２３１

２２７

５０６

８．０

１４

　　０

　　１

　　２

１４

２３

１６１

８２

２９７

４。７

１５

　　２

　　０

１５

１２

９９

５８５

８６

８１４

１２．９

　 ４

　　０

　　０

　　０

　　４

３２

１２４

　　２

１６６

２．６

３１３

　　　６

　　２８

１６５

３１３

１５８４

２８６６

１０４０

６３１５

１００．０

５９３



表４ 地 域 別 採 集 件 数 の 移 り ゆ き （国外の部）

（数字は件数，ただし最下段の％を除 く）

収蔵年次

地域

不 　 　 　明

１９１２ま で

１９１２－ １９１７

１９１７－ １９２２

１９２２－ １９２７

１９２７－ １９３２

１９３２－ １９３７

１９３７二 １９４２

！
朝鮮半島

　 ０

　　０

　　０

１８

　　５

８７

２８０

２５

中国大陸

３８

　 １

　 ０

３１

３７

１１０

１０

　 ７

台 湾

２６

　 ０

　　０

　　０

　　５

１４

３４

３９８

　

モ ンコル

０

０

０

０

０

０

０

０

サ ハ リン

１

０

０

０

０

０

４

０

シベ リア

０

０

０

０

０

８

０

０

東南アジ
ア

　３

　０

　０

４

　２

２０

　０

　０

イ ン ド
西アジァ

　１

　０

　０

　２

１５

　８

　０

　０

ヨ ー ロ ツ

ノぐ

ア フ リカ

　７

　０

　０

　２

２１

２８

　０

　４

アメリカ
大 　 陸

０

０

０

０

４

１

０

０

ミク ロネ

シ ア

０

０

０

０

０

３

０

４

ポ リネ シァ

オー ス トラ

リア

０

０

０

０

１

１

０

０

計

７６

　　１

　 ０

５７

９０

２８０

３２８

４３８

計 ４１５

計の百分比 「 ３２．７

２３４

１８．４

４７７

３７．６

０ ５

０．４

８

０．６

２９

２。３

２６

２．０

６２

４．９

５

０．４

７

０。５

２

０．２

１２７０

１００．０



中村 　 アチック ・ミューゼアムの足 どり

ｉ著作物の筆者 （民具問答集 ［ＡＭ 　 ｌ９３７：１－３１９］ のもととな った いわゆる民具 問答

に参加 した人 たちを含む）。Ｅ はその他。

１９１２年一１９１７年

　　江木盛雄　０８・１　２０・１，０８・１ ２◎・２　２７・２　２８・１，１３・１　「Ａ］

　　宮本　璋　１３・２ ３４・１，０．５・１ １０・１ ２８・１，１３・１ １６・１　［Ａ］

１９１７年一１９２２年 まで

　　ＡＭ　２９・１

　　江木盛雄　１４・１ ２７・１ ２８・１，２０・３ ４４・１ ［Ａ］

　　宮本　璋 ０２・１ ０４・３ ０７・２ １３・３ １７・３，２０・１ ２３・１ ２８・１ ４０・２ ４２・１ ４３

　　 ・１，４３・１，１３・１　２２・１　２８・３　３７・１，０２・１　２７・１，１６・１　［Ａ］

　　宮本　璋　０４・３ ０７・３ １３・２ １７・１ ２０・２ ２９・１ ３６・１ ４３・１，２８・３ ［Ａ］

　　渋沢敬三　１１・１５ １３・１ ０４・１ ２２・１ ２７・１５ ４０・１　［Ａ］

　　渋沢　１３・１，０４・１ ０６・１ ２１・１ ２７・８

１９２２年一１９２７年 まで

　　ＡＭ　１３・１ ０６・１ １３・９２ １４・１ １５・１ １６・２ １７・２ ２０・１ ２２・２ ２６・２　 ２８・３

　　２９●１　　３６●１　　３７・２　　３８●１　　３９・１　　４０●１　　４３・１，　０７●１　　２２・１　　２６●１　　２９・２　　３６・１

　　４３・１

　　江木盛雄　１３・４ １４・１ ４２・１ ４３・１ ［Ａ］

　　早川孝太郎　０４・１ ０４・１　［Ｂ］

　　藤木喜久麿　１１・１，０７・３ １３．１ ２２．３　２５．１　［Ｂ］

　　渋沢敬三　〇６・１ ２７・２ ４２．１ ２０．１　［Ａ］

　　渋沢　０４・１ ０６・４ １３・１７，１３・１１

第 １期 は第 ２期以後へ の離陸の時 期であ ったが， 注 目すべ きことは， ＡＭ の同人

のあいだか ら後の民具研究 の基本線 ともい うべき方向づ けがあ らわれ ることであ る。

研究 はたん なるもの好 きの収集 におわ ってはな らないこと。民具 を学問的に， 自然科

学なみの厳密 さで とりあげよ うとす る態度。研究対象 と しての民具 を類別 し，それぞ

れが研究分担を きめ， 共 同の話 しあいを通 じて研究 をすすめ ることなど が そ れ で あ

る。

　１９２２年か ら２５年までの渋沢敬三氏の横浜正金銀行 ロ ンドン支店勤務。 その間の中断

のの ち帰 国 とともに ＡＭ 活動 が再開 され， そ こではチーム ・ワー クとしての 郷土玩

具概究を旗 じる しに馬 ・猿 ・独楽 ・牛 ・馬 ・蛇 ・履物 などの種類 ごとに，それぞれ分

担を きめ，標本の整理を通 して発生系統 と変化過程 を追 い，ひいては文化の伝播発展

の形式や原理 をあき らかにす るきっか けをつか もうとしていた ［宮本　１９３８：７－１８］。

その様子 は原簿 のは しば しに もうかが うことがで きるが，そ うした研究 に加わ った人

自身， 充分満足すべ き成果 をあげることがで きたか， または当時 の ＡＭ の研究 が今

日のいわゆ る郷土玩具を研究 される方 々か らみて， どれほどの ものであ ったか は別 に

５９５
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して，そこには後の ＡＭ の研究を推進する原動力となる組 織づ くりへの着想が形作

られていった。

２． 第 ２期 　 １９２７年 一 ユ９３３年

ＡＭ 民具研究が本格化 した１９２７年頃から渋沢敬三氏力瀞 岡県三津海岸に転地 療養

される１９３２年頃まで。この時期は図 １からでは直接よみとることはできないが，おそ

らく１９２９年を境にして前後工つにわかれる。

　前半期は第 １期にもまして縁起物 ・玩具類の収集がすすみ，この分野での収集がひ

とまず坂を登 りつめ，それに対 して後半期は信仰 ・行事の民具として分類されるもの

や衣食住関係の生活関連の民具，それにわずかながら交通 ・運搬関係のものや生業生

産にかかわる民具の収集が加わり内容 豊富になってゆく。 その有様は ＡＭ 民具分類

にそくして原簿記載のそれぞれの民具を仕分け し，累積の状況を年ごとにたどってみ

図３　ＡＭ 分類別件数の累積過程

　　 タテ軸は件数。図中の折線は ＡＭ 分類による各項目の累積状況

　　 を示す。

　　 １０ 衣食住にかかわるもの　　　２０ 生産にかかわるもの

　　 ３０ 通信運搬にかかわるもの　　４０ 団体生活にかかわるもの

　　 ５０ 通過儀礼にかかわるもの　　６０ 信仰行事にかかわるもの

　　 ７０ 娯楽遊戯にかかわるもの　　８０ 縁起物，玩具にかかわるもの

５９６
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表５ 国 内 標 本 の 内 訳 別 推 移

（実数以外の数は％）

採集年

分 難

１９１２ま で

１９１２－一一１９１７

１９１７－ １９２２

１９２２－ １９２７

１９２７－ １９３２

１９３２－ １９３７

１９３７－ １９４２

（実
　
　
　
　
数
）

　 ５

　 ３３

１６６

３１２

１５５４

２６３２

９１２

１０

衣
食
住
関
係

１，２

２．９

１８．９

５３．５

３７．５

２０

生

産

関
係

０．６

０．３

８，０

２４．２

４４．８

３０

通

信

運

搬

関
係

３．９

１２．０

１０．４

４０

団

体

生

活

関
係

０．４

５０

通

過

儀

礼

関
係

０．２

０．５

０．１

６０

信

仰

行

事

関
係

１４．３

１５．７

１１．２

２５．９

７．３

６．２

７０

娯

楽

遊

戯

関
係

４０．０

３．６

７．２

４Ｑ．４

６．２

１，１

０．５

８０

玩

　

具

縁

起

物

６０．０

８２．１

７５．３

４５．２

３６．６

０．２

０．２

９０

そ

の

他

０．３

０．８

０．３

計

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

計

計の百分比

５６１４

０００１

５５０２

６◎３

１１７２

９
　
０２

４７０

４８

１１

１０

１６

３
コ
０

７１５

７
　
２１

２７３

９
コ
４

８７３

６
　
５１

２７

５
の
０

図４　収集者別累積状況

　　 タテ軸は件数。図中の折線は各収集者の収集標
　　 本件数の累積を示す。
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る と， い っ そ う よ く わ か る （図 ３）。 縁 起 物 ・玩 具 類 は １９２２年 頃 ま で 全 体 の ７割 以 上

を しめ た が ， １９２７年 ま で の 段 階 で は 全 体 の ４割 代 と な り， １９４２年 ま で の 収 集 数 の わ ず

か １５．　６％ を し め る だ け に な る 。

　 こ の 前 後 ２区 分 を 原 簿 に あ ら わ れ た 採 集 者 の 面 か ら み る と ， 前 半 期 は 藤 木 喜 久 麿 氏

が 活 躍 さ れ た 時 期 　 後 半 は 早 川 孝 太 郎 氏 を は じ め ＡＭ 同 人 た ち が 活 躍 した 時 期 と い

う こ と に な る （図 ４）。 ま え の 時 期 の 例 と 同 じ よ う に 書 き 抜 い て み よ う。 ひ と り あ た

りの 収 集 の 数 も採 集 の地 域 的 ひ ろ が り も格 段 に ま して ゆ く。

１９２７年 一 １９３２年

　 　 ＡＭ 　 １３・３ ２２・３，２０・４０ ２２・１１，０６・１０

　 　 明石 照男 　 ０３・２９ ［Ｅ］

　 　 第 １銀行 支 店 　２２・４ ２８・１６ ２２・１４ ２８・３ ４０・１　 ［Ｅ］

　 　 江 木 盛雄 　 ２９・２ ０５・３ ２８・１，０６・５ １３・４　 ２２・２　 ［Ａ］

　 　 早 川 孝太 郎 　 ０３・２ １３　・　１，２１・１ ２２・２３，０３・３ ０４・２ ０８・２ ２１・５ ２２・２１， ２２・２５

　 　 ２３・１，０３・１　 ０４・２　 １３・１　 ２１・３　 ２２・１０４，　２０。４　 ２２・１２　 ［Ｂ］

　 　 藤 木 喜久 麿 　０７・１ １１・８ １２．１７ １３．６６ １４．１５ １６．１ ２３．１ ２５．２ ２６．１ ２８．３６

　 　 ２９●７　３０●１　３１●１　３４●１　３８●１　４２●２　４３●２　　４６●１，　０３●１　　０４●１　　１１●３０　　１３・８４

　 　 １４●２　　１５．１　　２１●３　　２２・５　　２３・６　　２６．２　　２８．７　　２９の３　　３１●４　　３４●３　　３７●３　　３８．３

　 　 ４４●２，０２・１　　０３●２　　０４・２　　０５●１　　０６．２　　１３●３８　　１７り１　　２９●１　　３４●１，０８●２　　１３・５

　 　 ２８・１０　 ４４・７　 ［Ｂ］

　 　 藤 原三 治 　 ０５・１２　 ［Ｄ］

　 　 伊 波 普 猷　 ２８・３ ４７・８－ ［Ｅ］

　 　 近 藤 勘 治郎 　 １５・１４　 ［Ｄ］

　 　 村 上 清文 　 １３・２１ １１・１ １３・６ ２２・１　 ［Ｂ］

　 　 鍋 島 春雄 　 ４２・２３ ［Ｅ］

　 　 中川 行秀 　 ０８・２ １１・１２ １２・１ １３・１８ １４・２ ２０・２ ２８・３ ３０・１ ３０・１ ３８・１，

　 　 １１・１　　１２・１　　４０・１２　　［Ｃ］

　 　 中谷 治宇 二 郎 　０３・１１　 ［Ｅ］

　 　 中山 正 ２２・２４ ［Ｅ］

　 　 小 田内 通敏 　３６・７　 ［Ｅ］

　 　 太 田 孝太 郎 　０５・１４　［Ｃ］

　 　 佐 々木喜 善 ０５・３３　［Ｃ］

　 　 佐 治 祐吉 　０７・２４ ０９・３ １３．１１，０７．１２， ０７．５ １２．１ ［Ｃ］

　 　 渋 沢 　１３・６ １４・１ １５・２ ２０・１ ２１・１ ２２・６ ２３・１ ２５・１ ２７・２ ３５・６ ４７・１７，

　 　 ０２●２　２１●２　２２●２８　２８・２　４０・１０，１１●２　１３●６　２２●５，１３●４　２２●９ ４２●１， ２１●１

　 　 ２２・９

　 　 高 橋 文太 郎 　 １３・３，１３・１　 ［Ｂ］

　 な お こ の 時 期 の 原 簿 に は 柳 田 国 男 ， 折 口 信 夫 ， 金 田 一 京 助 ， 宮 本 勢 助 ， 岡 正 雄 ， 武

井 武 雄 ， 上 原 専 禄 の 方 々 の 名 も み え る。
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　第２期の終りまでに集められた民具の数は，第 ３期の終りまでに集め られたそれの

４０％にも達するが，それらの素材から何をよみとり，何をまとめることができるのか。

ＡＭ 内部ではそうした点をめぐって図録出版の計画がおこり，やがてそれが 『民具蒐

集要目』［ＡＭ　Ｉ　９３６：１－１６］や 『民具問答集』［ＡＭ　ｌ９３７：１－３１９］のような現在

でもなお民具の研究の大切な指針ともなるようなものへとつながってゆ く。渋沢敬三

氏は 「素人であるからよくは解 らないが，自分等が特殊の敬愛 と同情とをもつ民俗学

に，いままで生物学的とでもいいたいような，実証的研究法があまり用いられてお ら

ぬことを， いささか不満に思っていた……。」［宮本　１９３８：８］が， そ うした綿密な

実証的方法を重ん じる気風のうちか ら，新 しい言葉としての民具への概念規定が次第

に明確になってゆき，それとともに民具全体の輪郭が浮ぴあがり，おどろくほど短期

間に，ＡＭ 独自の研究法と民具収集の方式を確立していった。

　それはもちろん，集めた標本資料としての民具の内容の深さ，はばひろさとも係わ

りあっていた。

３． 第 ３期 　 １９３３年 一 １９３７年

　１９３３年からの４年間，一時的に停滞 していた累積の速度は再び急上昇 しはじあ，第

２の成長期，いや，む しろ収穫期をむかえつつあった。ＡＭ では民具研究のほか，三

津内浦浜方文書を中心とする水産史料などの社会経済史の研究部門がいっそう注目す

べき成果をあげつつあった。

　 ５年ごとに都道府県別に原簿の民具採集の累積数をまとめ，さらに地方別に合計 し

てみると表３がえられる。この表によれば，１９３２年までの各期では採集の中心は関東，

東北地方におおきくかたより，長野や愛知，静岡などの中部地方からの採集例がふえ

つつあったが，第 ３期にあたる期間では，有名なあ しなかの調査によって新潟など北

陸地方のものがふえ，いっぽう岩崎卓爾氏や岩倉市郎，永井竜一 といった方々の努力

によって南西諸島や沖縄の採集品がおおきな割合を しめるようになり，やがて九州沖

縄地方の民具は， それまでのＡＭ の採集の重点地域だった東北や 中部地方とならぶ

ほどの量 （全体の集積の１５％）にまで達することになった。

　いま採集地の都道府県別 ５年間累積数がどれほどの偏りをもつのか， ５年間に１点

も集らなかった県が全体の３割近 くもあり，２０点未満の県が６０％，その反面 １００点以

上， ３００点以上のものが ５％みられる。そこで図 ５の階段わけにしたがって，その様

子を地図上におとしてみると，第 １期にあたる期間か ら第３期にあたる期間まで，終

りになるにしたがって採集地がひろがり，大 口の採集件数をもつ地方が多 くなり，採

５９９



図５　収集地域のひろがり

　　　５年間県別収集件数の移りかわりを示す。破線は地方のさかいを示す。
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表６ 採 集 者 別 収 集 件 数 の 変 化

（実数以外の数は％，敬称略）

採集年

採集老

１９１２ま で

１９１２－ １９１７

１９１７－ １９２２

１９２２－ １９２７

１９２７－ １９３２

１９３２－ １９３７

１９３７－ １９４２

（実数合計）

　　　６

　　２８

１６５

３１３

１５８４

２８６６

１０４０

渋沢 敬三

３．６

２７．９

１２．１

７．９

４．４

０．６

ＡＭ 同人＊

０．６

３９．６

４．２

２３．３

８．９

藤木喜久麿
早川孝太郎

３．６

３７．０

１０．４

そ の 他

１００．０

９６．４

７１．５

４４．７

５０．９

６１．９

９０．５

計

計

計の百分比

６００２ ３４１

１００．◎ ５．７

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

１００．０

９５４ ８９４ ３８１３

１５，９ １４。９ ６３，５

＊渋沢敬三
，藤木喜久麿，早川孝太郎もＡＭ 同人にはちがいないが， ここでは台帳にＡＭ ま

　たはＡＭ 同人と記入されているものを示す。

集 の密度がたかま る様子 がうかがえ る。

　第 ３期の終 りちか く，鹿野忠雄氏によ って台湾高山族 その他 の民具 ３００点余 りがま

とまって お くられて きて いる。それは １人 の採集 によって同 じ地方か ら年間に集 め ら

れたもののなかで最 も数 が多 く，質 量 ともにす ぐれた収集 として現在で も貴重な資料

のひとつ とな っている。 こ うした国外でのま とまった資料収集 の方式 は民族学的資料

収 集ににつ かわ しい形態 であ るが，そ う した方式 はつ ぎの新 しい時代 に受 けつがれ，

国内の収集方式 にも影響 をあたえた。

　 第 ３期 を採集者 についてみれば，第 ２期の藤木喜久麿氏や早川孝太郎氏 のように １

人あた りの採集量 がきわだ ってたか い例が少な くな ったかわりに ＡＭ 同人 の比 重 が

たかま り，渋沢先生を中心に高橋文太郎，村上清文 ，礒員勇，小川徹，宮本馨太郎諸

先生が核 にな り，各地域 の支持者，研究者 と密接に協力 しつつ研究 をすす めてゆ く体

制が定着 しつ つあった ことがわかる。

１９３２年一１９３７年 まで

　　ＡＭ Ｏ３・２　 ０４・２５　 １５・３７　 ２２・２４　 ２３・８，０３・５ ０８・１ ０９・２５ １９・１１ ２１・１４

　　２４．６　３１．２３　３４●１１　４６・１５４，　０３・１　０５●２０　０８。１０　　１５・３３　　１７・４０　　２２・２３　　２５●２

　　２６。４　３２●５，１５●２３　３０●９　３６●１２　３８・４　３９●１７

　　会津銀行　０７・３６ ０９・１ ［Ｅ］

　　浜田国義 ４６。４ ４６・４４　［ｑ

　　祝宮　静　４４・１１　［ｑ

　　箱山貴太郎　１０・５　２０・１１　［Ｅ］

　　早川孝太郎　２０・２ ２１・１ ２２・７ ２６・１ ４０・１ ４４・１６，０２・４ ０８・３０ １０・１ １２・３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６０３
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１５・２７　２５・１　２７●３　４０。２，　３８０２６　４０．２０　４５・２７，　０５●４　３５・１　４０●９　４３●１４

４６・１８　　４７・５２，　０７●１１　　１０・１　　４４●４　　４６●１　　４７．３　　［Ｂ］

藤 木 喜 久 麿　 １４・１　 ２１・３， ２９・１， １３・１ ３２・２　 ［Ｂ］

藤 原 三 治　 ０５・２　 ［Ｄ］

古 野 清人 ０９・９ １２・１ １５・１ ［Ｅ］

市 川信 次 　 １５・２，１５・１１ １６・３ ２３・１５， １０・２ １５・３３，１５・１ １７・２ ［ｑ

岩 井 い さ　 ３２・１８ ［Ｅ］

礒 貝　 勇 　 ３０・１ ３４・８， ３０・４　 ３２・２　 ３４・３８　 ３６・１　 ３９・４， ０３・１　 ０５・１　 ０６・１

２０●１　　２１・２　　３４・１，　１４・１　　［Ｂ］

岩 倉 市 郎 　 １５・９ ４６・１１ ４６・１１６ ［Ｂ１

岩 崎卓 爾 　４７・６６ ４７・１ ［Ｅ］

金 子総 平 ０７・３ ０９・２ １０・２ １１・１ １５．６ ２０．３ ３６。２ ３８．３， ０７．１ １５．ｇ　 ２０

・２　３１●４　［Ｃ］

小 林 守治 郎 　１０・４３　 ［Ｅ］

小 井川 潤 次郎 　 ０２・８，０２・１８ ０５・１　 ［Ｅ］

村 上清 文 　 １３・１ １５・１，０５・１ １１・１ １５・３９ １９・１，２３・１５　 ［Ｂ］

向 山雅 重 　２０・７　［Ｅ］

宮本 馨 太 郎 　０７・２ １３・２ ２１・５ ３７・１ ４０・２　 ［Ｂ］

宮 本 常一 　 ２９・１１， ２９・３　 ［Ｄ］

武 藤 鉄 城 　０３・４，０３・３９， ０３・１０， ０３・３ ［Ｄ］

永 井竜 一 ４６・２８， ４７・１， ３２・２ ４６・１ ［Ｃ］

桜 田 勝徳 　山 口和雄 ２３・１１ ３２・１７ ３６・２ ４０・１， ３３・７ ３６・１６ ３ｇ・１１

渋沢 敬 三 　 １５・２ ２０・１ ２１・３２ ３４・３， ０３・３０ １３・２ ２Ｑ．４　 ２２．５　 ２６．１　 ３２。２ｇ

４０・９，　２２●２，　１６●１　　４０●１　　［Ｃ］

斉 藤 善 治 　０５・２２　 ［Ｄ］

佐 藤 ０５・２３

高 橋文 太 郎 　４６・４， ２３・２７，０３・１０　 ［Ｂ］

田 中喜 多 美 　０５・７９，０５・６　 ［Ｄ］

竹 内好 美 　２０・１０　［Ｄ］

知 里真 志 保 　０１・２， ０１・１６，０１・１８　 ［Ｂ］

丹 田二 郎 １５・１０ ［Ｄ］

うさ ぎゃ 　 ０７・３　 １０・３　１１・１　１２・４２　 ［Ｅ］

八 基村 （埼 玉県 ） 青 年 団 　１１・３７ ［Ｅ］

吉 田三 郎 ０３・１０ ［Ｄ］

吉 岡高 吉 　 ３９・８， ３９・３１ ［Ｅ］

１９３７年 一一１９４２年

　 　 ＡＭ 　 １３ ・３ ２５・１１ ３３ ・３４ ３６ ・６ ３７ ・６６， ０３ ・４ １５ ・７ ２１・１２ ２５ ・２１ ３０・１４，

　 　 ２３．２２　　２５●３

　 　 岩 倉 市 郎 　 ４６ ・５８， ４６・１ ４７ ・１ ［珂

　 　 金 子 総 平 １５ ・９， ０７ ・４ １５ ・’２ ［ｑ

　 　 川 田　　ｉｌＳ．　 ０２・７２　 ０５・２７　 ０６・１２　 ［Ｅ］
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　　村上清文　１１・６　［Ｂ］

　　宮本馨太郎　２０・１，１０・２　１４・１　［Ｂ］

　　宮本常一　２９・３，０２・７ ２７・１，０２・１ ０５・２ ４０・１ ４６・２，３６・１ ３９・１　［Ｃ］

　　永井竜一 ４６・４ ［Ｂ］

　　渋沢敬三　２８・３，２３・１，３２・５　［Ａ］

　　進藤松司　３４・２９，３４・２ ［Ｄ］

　　田村正徳　３５・６５　［Ｃ］

　　田中 ３２・４０

　　 うさぎゃ　０４・３　１２・２　１５・１　１９・３　２０・５，０４・２９　０８・７　１０・２　１１・１　１２・６，

　　０４・３　１２・９　［Ｅ］

　　牛尾三千夫　３２・９　［Ｅ］

　第 ３期 の採集民具を内容別 にみ ると，あ しなかの調査 のせいか履物 を含む衣食住関

係の割合が全体 の ５３．５％ にもおよび，後半では生 産に係 わる民具 もか な りふ え，交

通 ・運搬関係 の民具 も１０％ にた っした （表 ５）。　 これ らの民具が土台 にな って 日本民

族学会移行 後に本格的な民具研究 の成果がつ ぎつぎに出されることにな る。

　第 ３期， さきの鹿野忠雄氏の場合 のよ うに，あ る年，あ る地域か らかな りの数 の民

具 がま とま って採集 され る傾向が 目だつ ようにな る。 ＡＭ では， 村上清 文氏 の新潟

県三面の調査のよ うに １年以上住 み こん でひとつの地域を調べ るといった試 み もなさ

れた。 さ らに， 薩南十島の総合調査 をは じめ， ＡＭ の同人による採訪が全国的 に く

りひろげ られ，それが第 ３期 の収集数増加 へのひ とつ の要因 ともなる。また，　 『武蔵

保谷村郷土資料』，「秋 田マタギ資料』，　 『男鹿 寒風 山麓農民手記』，　 『羽後角館地方 に

於け る鳥虫草木の民俗 学的資料」，『喜界島調査資料』のよ うなす ぐれた記録づ くりが

すすめ られつつあ ったが，そ うした試み には多かれ少 なかれ民具の収集 がともなって

いた４》。

　 およそ累積 曲線 には，は じめ急速 に昇 りやがて成 長速度をよわめてゆ く収穫 てい減

型 （凸型） や， は じめゆ るやかに昇 り，終 りにな り次第急激 に上昇する加速度成長型

（凹型），　 それに一定率で終始伸 びつづ ける対角線型 （直線型）などがある。標本資

料 と しての民具の収集 にみ る ＡＭ の成 長は ２番 目の， 最終段階の第 ３期 に もなお 成

長をつづ ける加速度成長型であ った。

　 ＡＭ の民具研究 は， １９３７年 １０月， 活動体制 ともども収集 された民具 とともに東京

保谷 の新 しい博物 館におおむね引 きつがれていった。 １９３７年 当時， ＡＭ には整 理の

途中だ った民具が原簿 にのせ られな いまま， かな りの数の こされて いた。それ らは原

簿 の１０，０００番以後にのせ られて いるので，つぎの機会 にとりあげた い。

４） 註 １）参照 。
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　　　　　　　　　　　　　　　附表１　 収集年次別地域別標本数 （国内）

収集年次
地域

不 　 　 明

　　１９１２ま で

　　１９１２

　　１９１３

　　１９１４

　　１９１５

　　１９１６

　　１９１７

　　１９１８

　　１９１９

　　１９２０

　　１９２１

　　１９２２

　　１９２３

　　１９２４

　　１９２５

　　１９２６

　　１９２７

　　１９２８

　　１９２９

　　１９３０

　　１９３１

　　１９３２

　　１９３３

　　１９３４

　　１９３５

　　１９３６

　　１９３７

　　１９３８

　　１９３９

　　１９４０

　　１９４１

北海道

９

　５

　３

　１

　２

１６

２５

東北

３９

　　５

　　１

　　１

１２

　　１

１０

１２

１６

　　２

１３

３５

５７

３０

１０

１４８

　　２

２０７

１１３

８５

４９

１３

２５

１６４

　　７

関東

９０

　　３

　　４

　　１

　　２

　　２

　　７

　　１

１７

２０

　　６

１８

９４

５７

１４２

１５１

９９

５３

　　８

　　８

１１

６６

８１

１２５

５３

２２

１３６

　　６

北陸

４６

　　２

　　１

　　４

１０

　　５

　　５

　　４

１４

　　９

１９

　　４

　　１

　　３

１０４

１６

１７８

１０６

２１

２７

２３

　　１

中部

２８

　　１

　　３

　　１

　　４

　　１

　　５

　　５

２６

５２

１４２

６０

１４０

８３

５１

７４

８０

１９９

６６

　　１

４１

２９

近畿

４７

　１

　５

　５

　９

　２

３７

　４

　６

　７

８３

３６

　８

１０

　５

　２

１０

１２

４８

２５

１６

４７

　６

　４

　１

中国

２１

　　１

　　２

　　１

１０

１２

　　１

　　３

３８

９６

５２

４２

１２８

６１

　　３

２６

　　９

四国

１４

　　１

　　１

　　１

　　４

　　２

　　５

　　３

　　８

１１

　　１

　　３

　　１

３１

２４

１０５

７６

　　２

　　４

九州

１５

　　２

　　５

　　２

　　８

　　１

　　４

　　７

３７

２０

１５

２２

　　５

２７

６１

２０５

１０５

１８７

６４

　　４

１５

　　３

沖縄

　 ４

　　４

１８

　　７

　　７

　　１

１１８

　　５

　　１

　　１

計

３１３

　　６

　　４

　　０

　　３

１６

　　５

　　３

３８

１２

２２

９０

３４

　　０

３７

１２１

１２１

３９９

４５０

２３６

２４６

２５３

９６

５０７

６２２

９０６

７３５

３７３

２３０

３７６

４７

１４

６０７



霧 附表２ 収 集 年 次 別 地 域 別 標 本 数 （国外）

地域　 ＼

収集年次

不 明

１９１２まで

１９１２か ら

１９１７ま で

　 １９１７

　 １９１８

　 １９１９

　 １９２０

　 １９２１

　 １９２２

　 １９２３

　 １９２４

　 １９２５

　 １９２６

　 １９２７

　 １９２８

１９２９

１９３０

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

　 １９３６

　 １９３７

　 １９３８

　 １９３９

　 １９４０

　 １９４１

　 １９４２

　 １９４３

朝鮮半島

１８

５

３０

１

４３

１３

４８

９

３４

１８９

７

１８

中国大陸

３８

１

１

３０

３２

１

４

７４

２５

２

９

２

８

５

２

２

台　 湾

２６

５

２

９

１

２

９

２５

３９３

５

モ ンゴル サハ リ ン

１

４

シベ リア

８

東南アジァ

３

４

２

１

１９

南西アジァ

１

２

１５

６

２

ア フ リカ

ヨ ー ロ ツノマ

７

２

３

２

１５

１

１１

６

１１

４

アメリカ
大 　 陸

１

１

２

１

ミク ロネ
シ ア

３

４

オ ー ス トラ

リアポ
リネ シ ァ

１

１

計

７６

１

０

　 １

　 ０

　 ０

　 ０

５６

５４

　 ２

１６

　 ３

１５

ユ１９

４１

７６

２９

１５

４８

９

　 ０

４５

２２６

４０９

２７

２

０

０

　 ０

　 ２

圖

ロ併

ｏ◎

ω



県

収集年次

北　海　 道

青 森

秋 田

山 形

岩 手

宮 城

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

静 岡

愛 知

岐 阜

１９１７まで

３

１

１

１

２

１

７

２

２

３

１

１９１７

　 １１
９２２

２

９

５

３

５

１７

２４

４

１

１

１３

６

２

２

１

附表３ 都 道 府 県 別 ５ 年 間 累 積 数

１９２２

　 １

１９２７

３

９

２

６

２３

２

１

１

１６８

　 ３

７

３

４

３

１

２７

１９２７

　 １

１９３２

８

４９

７２

２４

８３

７

４５

　６

１３

　 ８

７１

２３

３１０

２２

４０

１

６

　４

７２

２２

３７０

　９

１９３２

　 １

１９３７

４

３２

１６４

１５

１８５

　 ２

５８

１７

４３

２６

４９

１２３

１４

１９

３Ｑ４

５５

４５

　３

１８

１１２

１６５

８８

８７

１９３７

　 １

１９４２

８９

１２

３６

４１

１６

１５

７

　８

３２

３４

１３０

　６

６５

５

２

１０

１７

１０

３

２１

県

収集年

滋 賀

三 重

和 歌 山

奈 良

京 都

大 阪

兵 庫

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

愛 媛

香 川

徳 島

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分
宮 崎
鹿 児 島

沖 縄

１９１７まで

１

２

３

１

１

２

１９１７

　 １

１９２２

１

２５

１６

１０

１

１

１

４

１

２

３

５

１９２２

　 １

１９２７

１

３

２

７

４

２

１

４

６

１

３

１

２

７

２

４

１９２７

　１
１９３２

４

６

７

６

８１

３０

８

８

１０

５

８

６

３

６

３１

３２

１２

８

９

７

３２

１９３２

　ｔ
１９３７

１７

１０

８

４

１

１６

４１

　 ９

１０５

１９

６７

３１

４３

　 ３

１３

１０２

４８

　 ５

２５

２５

６５

３０

３８７

１２４

１９３７

　１
１９４２

９

３５

６

１

３

５

１５

３７

３４

９０

６６

８

６６

８

６

１

９

７０

２

茸

量

ζ

、二
ひ

走

§

畠

讐



①
一
〇

附表 ４ 収集年次別ＡＭ分類別標本数 （国内のみ） （コー ドは 附表 ５によ る ）

収集年次
ＡＭ コー ド

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

不 明
１９１２ま で

１９１２

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

１９１７

１９１８

１９１９

１９２０

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

１９２７

１９２８

１９２９

１９３０

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

７

４

７

５

３

１１

７

１０

７

３

１

１

１

１

１０

１６

６

１５

１３

７

８

７

４

３

１

４

１

３

１２

４

１１

１２

３７

５０

４６

２０

３

８

３

３

６

１

３

１

５

２６

１１

４

１７

１９

１６

２４

２０

１１

１

１

３０

１

４

１４

２５

２０

２３

２

８３

６９

７３

６６

２６

２５

１４

８

１

３５

１

３

１

５

９

２６

１７

２４

１１

９４

１５３

３４８

１５６

４６

１７

９７

１２

２

１

１

２

１

１

４

１

１８ １９

１

１

２

１

３

３

１

１

１

２

１

２

１

２１

５

１

２

７

４

１

２７

５Ｑ

５１

２７

１０

１２

１４

１

２２

３

２

１

８

６

１

２９

１９

１２

５

２

１

２３

７

１

４

１

９

１７

３

２

２

８

４

２

４

２４

２１

１

３

１３

１７

４６

１１５

８０

９１

１１０

３

２５

２１

１０

６

４

２

２０

１５

１７

２４

３１

５

６

４

２６ ２７

３

１

１

５

１

３

１５

２１

２８

４

６

５

１

１

１

３

４

３

３

８

１

３

２８

１０

１

１２

１４

４

９

１４

５

２

７

５

１

３０ ４０ ５０

１９

１８

６

４

１２

２０

８

５９

９５

８０

７３

３２

２４

３４

５

３

２

６

３

１

１１

１

６１

２

１

１１

８

５

１

４３

３

１７

３

４

１１

５

１

３

６２

６

１

５

１１

８

８

９

２

９

８

２１

８

１５

８

５

１

６３

２

３

１

２

４

４

１

１３

５

８

３

１

６４

２

６

３

３

４

２０

１９

７

１

３

２

４

６５ ６６ ６７ ６８ ６９ ７０ ８０
１

ｌｇＯ

６

１

２

１８

１

４

１３

３

４

１２

１

１

３

１

３

１

１

２

６

１

１

１

ｏ

１０

１５

１

２

１

１６

５５

２３

１

３

８

１２

１３

４

３

２

１

８

５

７

１１

２

１

５

１

７

２

１

６

１

１

４

１

５

８５

３５

５２

２６

１２

６

１

３

２

１４

５

６

４

１

２０５

３

４

３

１２

４

４

２５

１１

６

７９

２７

１１

３０

７３

２３０

２８０

３７

１７

６

２

２

１

１

１

１

３

２

１

１

ユ

２

１

１６

２

１

圖

略

ｏ◎

ω



中村 　 アチック ・ミューゼ アムの足 どり

附表 ５Ａ ＡＭ 民 具 分 類 体 系

　 　 ［ＡＭ　１９３６：１－１６］による

１０ 衣食住に関するもの

　１１ 家具　　　　　　　　　　　　１６　履物

　１２ 灯火用具　　　　　　　　　　 １７ 装身具

　１３ 調理具　　　　　　　　　　　１８　出産育児用具

　１４　飲食具　　　　　　　　　　　１９ 保健衛生用具

　１５ 服物

２０ 生産に関するもの

　２１ 農具　　　　　　　　　　　　２５ 紡績色染具

　２２　山樵用具　　　　　　　　　２６ 畜産用具

　２３　狩猟具　　　　　　　　　　　２７ 交易用具

　２４漁撈 具　　　　　　　　　　２８ その他

３０ 通信 ・運搬に関するもの

４０ 団体生活に関するもの

５０　通過儀礼に関するもの

６０ 信仰 ・行事に関するもの

　６１　偶像　　　　　　　　　　　　６６　呪具

　６２ 幣吊類　　　　　　　　　 ６７　ト具

　６３ 祭供具 ・供物　　　　　　　　６８ 祈願品

　６４ 楽器　　　　　　　　　　　６９ その他

　６５ 仮面
７０ 娯楽 ・遊戯にかかわるもの

８０ 縁起物 ・玩具

９０ その他

　 　 　 　 附表 ５Ｂ 都 道 府 県 コ ー ド

北海道一〇１　　　　　新　潟一１５　　　　　鳥　取一３１　　　　　福　岡一４０

青　森一〇２　　　　　 富　山一１６　　　　　 島　根一３２　　　　　 佐　賀一一４１

秋 田一〇３ 　 　 石 川一１７ 　 　 岡 山一３３ 　 　 長 崎一４２

山　形一一〇４　　　　　福　井一１８　　　　　広　島一３４　　　　 熊　本一４３

岩　手一一〇５　　　　　山　梨一１９　　　　　山　ロー３５　　　　 大 分一４４

宮 城一〇６　 　 長 野一２０　 　 愛 媛＿３６　 　 宮 崎一４５

福 島一〇７ 　 　 静 岡一２１ 　 　 香 川一．．３７ 　 　 鹿児島一４６

茨　城一〇８　　　　　愛　知一２２　　　　　徳　島＿３８　　　　　沖　縄一４７

栃　木＿０９　　　　 岐 阜一２３　　　　 高　知一３９

群 馬一１０　　　　　滋　賀一２４

埼　玉一１１　　　　　三　重一２５

千　葉一１２　　　　　和歌山一２６

東 京一１３ 　 　 奈 良一２７

神奈川一１４　　　　　京　都一２８

　 　 　 　 　 大 阪一２９

　 　 　 　 　 兵 庫一３０

６１１


